
総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策1 (地域における市民活動を支援します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  臨時経費 

事業名 127 地域まちづくり事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

地域まちづくり事業実施団体（複数の自治会が連携して設立する団体）が行う、地域まちづくり事業

（実施主体が主体となり実施する事業で市の主要課題に合致し、地域の課題解決が図られる事業

等）に対し、助成金の交付や技術的な支援を行うとともに、団体の設立等に助言等を行います。 

事業の目的 

地域特有の課題解決や地域の活性化等を目的とします。 

事業の効果 

・自治会単位を超える範囲に備わる地域課題の解決や、近隣の自治会間の連帯意識の醸成、情報

共有により地域の活性化が期待できます。 

・地域まちづくり事業が全市的にひろがることにより、市内の多様な地域性にも対応できるとともに、

自治会単位のミクロな自治運営と全市的でマクロな自治運営のはざまの課題を拾い上げる基盤とな

ります。 

・地域団体の連携が自治会単位を超える地域コミュニティを範囲として展開し、最終的に全市的に

市民協働の拡大が期待できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 9,687 

・地域まちづくり事業を実施する団体に対する助成金の交付及び技術的支援 

・地域まちづくり事業を実施する団体の設立への助言等支援 

令和05年度 9,687 

・地域まちづくり事業を実施する団体に対する助成金の交付及び技術的支援 

・地域まちづくり事業を実施する団体の設立への助言等支援 

令和06年度 9,687 

・地域まちづくり事業を実施する団体に対する助成金の交付及び技術的支援 

・地域まちづくり事業を実施する団体の設立への助言等支援 

合計 29,061  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

実 施 事 業 数 70事業 70事業 70事業 

地域まちづくり事業実施団体の認証数 10団体 10団体 10団体 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策1 (地域における市民活動を支援します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  経常経費 

事業名 129 市民憲章推進事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市民憲章推進協議会の事業を支援し、より多くの市民に市民憲章精神の普及と啓発を行います。 

事業の目的 

市民憲章推進協議会に対し、交付金を交付することで、協議会事業を支援し、より多くの市民に市

民憲章精神の普及と啓発を図り、市民憲章 5項目を実現するための活動・実践を促します。 

事業の効果 

ふるさと意識を醸成し、豊かな地域社会を創造するためには、市民憲章精神の普及と啓発が肝要

であり、このための活動を展開する市民憲章推進協議会を支援することにより、市民協働によるまち

づくりに寄与することができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,300 

・市民憲章運動推進全国大会参加 

・「市民憲章推進の日」における啓発活動 

・市民憲章推進事業実施団体への助成 

・若い世代に向けた啓発活動 

令和05年度 1,300 

・市民憲章運動推進全国大会参加 

・「市民憲章推進の日」における啓発活動 

・市民憲章推進事業実施団体への助成 

・若い世代に向けた啓発活動 

令和06年度 1,300 

・市民憲章運動推進全国大会参加 

・「市民憲章推進の日」における啓発活動 

・市民憲章推進事業実施団体への助成 

・若い世代に向けた啓発活動 

合計 3,900  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

各 種 啓 発 活 動 15回 15回 15回 

視 察 研 修 参 加 者 数 30人 30人 30人 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策1 (地域における市民活動を支援します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  臨時経費 

事業名 236 市民協働推進事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市民協働の推進に関する条例に基づき、政策形成過程参加手続等の実施や、市民協働推進委員

会を設置します。 

事業の目的 

・市民協働への理解促進と市民のまちづくり参加機運の喚起を図ることを目的とします。 

・市民参画による政策形成を行い、市民の意見をまちづくりに生かすことを目的とします。 

事業の効果 

・市民協働や公益活動に対する意識の醸成を図ることで、市民がまちづくり活動に実際に参加し、

自治運営の推進が期待できます。 

・市民目線の意見や公平かつ公正な判断をいただくことで、市民に開かれた透明性の高い行政運

営への取り組みが向上します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 187 

・政策形成過程参加手続を実施します。 

・市民協働推進委員会において、市民協働を推進する施策を全般的に審議しま

す。 

令和05年度 187 

・政策形成過程参加手続を実施します。 

・市民協働推進委員会において、市民協働を推進する施策を全般的に審議しま

す。 

令和06年度 187 

・政策形成過程参加手続を実施します。 

・市民協働推進委員会において、市民協働を推進する施策を全般的に審議しま

す。 

合計 561  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

市民協働推進委員会開催回数 2回 2回 2回 

議 事 件 数 2件 2件 2件 

 

5-3



総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策1 (地域における市民活動を支援します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  臨時経費 

事業名 655 ボランティア活動等振興事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・幅広い分野への市民公益活動を促進します。 

・市民公益活動補償制度を継続します。 

事業の目的 

・市民公益活動に対する市民の関心を高めます。 

・市民公益活動中の事故等について補償します。 

事業の効果 

・市民公益活動団体への支援、補償制度を通して、市民公益活動への市民参加を促進します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,400 

・市民公益活動の情報を提供する等、市民の公益活動への参加促進を図ります。 

・市民公益活動サポートセンターと連携し、既存の市民公益活動団体の支援を図

ります。 

・市民公益活動補償制度を継続します。 

令和05年度 1,400 

・市民公益活動の情報を提供する等、市民の公益活動への参加促進を図ります。 

・市民公益活動サポートセンターと連携し、既存の市民公益活動団体の支援を図

ります。 

・市民公益活動補償制度を継続します。 

令和06年度 1,400 

・市民公益活動の情報を提供する等、市民の公益活動への参加促進を図ります。 

・市民公益活動サポートセンターと連携し、既存の市民公益活動団体の支援を図

ります。 

・市民公益活動補償制度を継続します。 

合計 4,200  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

保 険 契 約 の 契 約 件 数 1件 1件 1件 

補 償 請 求 件 数 8件 8件 8件 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策1 (地域における市民活動を支援します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  臨時経費 

事業名 778 自治会等活動推進事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・自治会等に対し、運営相談、事務説明会、掲示板、回覧の配布などを通して支援・助言を行いま

す。 

・自治会等と行政と係わりの中で行う業務について、業務委託契約を締結します。 

・自治会等が実施する公益的な活動や、地域コミュニティの維持、形成に必要な事業に対し、資金

面から支援します。 

事業の目的 

行政文書の回覧、各種委員の推薦等、行政からの依頼事項が的確に実施されるとともに、市民協

働に不可欠な住民自治活動の充実を目的とします。 

事業の効果 

・業務委託契約の締結を通し、地縁組織と行政との関係団体相互の関係として行政との関係を明確

にし、自治会等の自立性が推進されます。 

・交付金等の支援制度の受給を契機に、地域での話し合いが生まれ、地縁組織自らの活動評価と

住民自治活動の充実に向け、自主・自律的な活動の推進につながります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 37,228 

・地区連合協議会設立の支援及び交付金助成を行います。 

・地区代表者会議、連合協議会会長等会議を通じて、各種情報の提供を行いま

す。 

・地区代表者会議を通じて、各種情報の提供を行います。 

・行政文書回覧等に係る業務委託契約を締結します。 

・自治会等自治振興交付金を交付します。 

・掲示板の提供・修理、回覧板の提供を行います。 

令和05年度 37,657 

・地区連合協議会設立の支援及び交付金助成を行います。 

・地区代表者会議、連合協議会会長等会議を通じて、各種情報の提供を行いま

す。 

・地区代表者会議を通じて、各種情報の提供を行います。 

・行政文書回覧等に係る業務委託契約を締結します。 

・自治会等自治振興交付金を交付します。 

・掲示板の提供・修理、回覧板の提供を行います。 

令和06年度 37,228 

・地区連合協議会設立の支援及び交付金助成を行います。 

・地区代表者会議、連合協議会会長等会議を通じて、各種情報の提供を行いま

す。 

・地区代表者会議を通じて、各種情報の提供を行います。 

・行政文書回覧等に係る業務委託契約を締結します。 

・自治会等自治振興交付金を交付します。 

・掲示板の提供・修理、回覧板の提供を行います。 

合計 112,113  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

業 務 委 託 契 約 団 体 数 255団体 256団体 256団体 

各地区自治会・町内会等連合協議会の結成数 11地区 11地区 11地区 

自治振興交付金申請団体割合 87％ 87％ 87％ 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策1 (地域における市民活動を支援します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  臨時経費 

事業名 7661 市民協働事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市民公益活動団体が提案する市民協働事業（団体が主体となり実施する事業で、市の主要課題に

合致し地域の活性に資する事業又は社会若しくは地域における課題解決が図られる事業）に対し、

助成金の交付や技術的な支援を行います。 

事業の目的 

NPO等による公益活動を促進し、地域課題の解決及び地域の活性化を図ることを目的とします。 

事業の効果 

・採択事業が実施されることで、多様化、複雑化する地域課題の解決が図られることが期待されま

す。 

・ボランティア団体、NPO 等への支援を推進し、これらの団体が主体的に取り組む市民協働が実施

しやすい環境整備を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 2,000 

・事業の採択を受けた市民公益活動団体に対する助成金の交付及び技術的支援

（対象経費の 1/2以内、上限50万円） 

・情報提供、相談・アドバイス等支援 

・市民協働に関する情報誌の発行 

令和05年度 2,000 

・事業の採択を受けた市民公益活動団体に対する助成金の交付及び技術的支援

（対象経費の 1/2以内、上限50万円） 

・情報提供、相談・アドバイス等支援 

・市民協働に関する情報誌の発行 

令和06年度 2,000 

・事業の採択を受けた市民公益活動団体に対する助成金の交付及び技術的支援

（対象経費の 1/2以内、上限50万円） 

・情報提供、相談・アドバイス等支援 

・市民協働に関する情報誌の発行 

合計 6,000  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

実 施 事 業 の 周 知 回 数 4回 4回 4回 

実 施 事 業 数 4事業 4事業 4事業 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  経常経費 

事業名 351 西志津ふれあいセンター管理運営事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

西志津ふれあいセンターの維持・管理運営を行います。平成２３年度から志津図書館、西志津市民

サービスセンター、適応指導教室を含めた建物(施設)全体の維持管理に指定管理者制度を導入し

ております。 

事業の目的 

市民が様々な地域・文化活動を行うことができる施設を管理運営することで、健康で文化的な近隣

社会の形成に寄与します。 

事業の効果 

・施設の維持・管理運営を指定管理者に委託することにより、施設の特性を最大限生かした、効率

的かつ効果的なサービスの提供が期待できます。 

・複合施設として各施設と連携を円滑に進めることで、施設全体の利便性を高めることが期待できま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 60,218 

施設の維持管理・運営(指定管理者)を行います。 

【指定期間：平成31年4月1日～令和6年3月31日】 

・必要な修繕を実施します。 

令和05年度 60,218 

施設の維持管理・運営(指定管理者)を行います。 

【指定期間：平成31年4月1日～令和6年3月31日】 

・必要な修繕を実施します。 

令和06年度 60,218 

施設の維持管理・運営(指定管理者)を行います。 

【指定期間：令和6年4月1日～】 

・必要な修繕を実施します。 

合計 180,654  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

定 期 連 絡 の 回 数 12回 12回 12回 

施 設 開 所 日 数 333日 333日 333日 

利 用 者 満 足 度 90％ 90％ 90％ 

利 用 者 人 数 35,303人 35,656人 36,012人 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  臨時経費 

事業名 447 コミュニティ環境整備事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

地域コミュニティにおける住民自治活動の拠点施設として、自治会等が管理運営する集会所の新

設、増設、改設、修繕、用地・建物賃借などに対して補助します。 

事業の目的 

市民協働という観点から、自治会等に対しては、福祉だけでなく、防犯・防災、青少年健全育成、さ

らには健康づくりまで、地域活動の充実が求められており、活動の拠点となる地区集会所の新築・

建替え、修繕等に対して助成することにより、各地区における住民自治活動の促進を図ります。 

事業の効果 

住民自治活動の拠点施設である集会所等の経費補助により、自治会活動の充実が図れる他、火災

等の小規模災害時の避難所としての利用に供することも可能となります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 19,652 

・自治会等が管理運営する集会所の新設・増設・改設・修繕・用地賃借・建物賃借

等に対しての補助。 

・自治会等からの要望に伴うコミュニティ備品の貸出し。 

令和05年度 19,652 

・自治会等が管理運営する集会所の新設・増設・改設・修繕・用地賃借・建物賃借

等に対しての補助。 

・自治会等からの要望に伴うコミュニティ備品の貸出し。 

令和06年度 19,652 

・自治会等が管理運営する集会所の新設・増設・改設・修繕・用地賃借・建物賃借

等に対しての補助。 

・自治会等からの要望に伴うコミュニティ備品の貸出し。 

合計 58,956  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

支 援 団 体 数 15件 15件 15件 

補助対象集会所の建替え及び修繕の実施率 100％ 100％ 100％ 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  臨時経費 

事業名 7406 西志津ふれあいセンター施設整備事業 

担当所属 自治人権推進課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

西志津ふれあいセンターの施設及び設備について、経年劣化により更新・修繕等が必要となる箇

所を特定し、所要の整備を行います。 

事業の目的 

西志津ふれあいセンターの施設及び設備について、所要の整備を行うことにより、施設利用者へ

安心・安全・快適な質の高いサービスを保証します。 

事業の効果 

通常の維持管理では対応できない、西志津ふれあいセンター施設の更新・修繕等を行い、快適な

施設環境を維持することにより、利用者の安全面を確保し、安定的かつ継続的なサービスを提供し

ます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 24,295 

西志津ふれあいセンターの維持・管理及び施設全館の整備・改修 

・電話設備更新工事 1,265千円 

・外壁赤外線調査  1,430千円 

・空調設備改修（ESCO事業）21,600千円 

令和05年度 29,487 

西志津ふれあいセンターの維持・管理及び施設全館の整備・改修 

・空調設備改修（ESCO事業）21,600千円 

・アトリウム屋根改修工事 7,887千円 

 

令和06年度 21,600 

西志津ふれあいセンターの維持・管理及び施設全館の整備・改修 

・空調設備改修（ESCO事業） 21,600千円 

 

合計 75,382  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

施 設 修 繕 等 の 実 施 1箇所 1箇所 1箇所 

利 用 者 満 足 度 90％ 90％ 90％ 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  経常経費 

事業名 16 志津コミュニティセンター管理運営事業 

担当所属 志津コミュニティセンター 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

志津コミュニティセンターの維持・管理運営を行います。なお、管理運営形態について、一時（平成

21年度～平成28年度・8年間）指定管理者制度を導入しましたが、平成29年度以降は市直営によ

る管理運営を行っています。 

事業の目的 

市民が様々な地域活動・文化活動を行うことのできる施設を設置・運営することで、健康で文化的な

近隣社会の形成に寄与します。 

事業の効果 

市民に活動の場を提供することにより、健康で文化的な近隣社会の形成に寄与する地域活動・文

化活動が活性化します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 30,762 

施設の維持管理・運営を行います。 

令和05年度 30,762 

施設の維持管理・運営を行います。 

令和06年度 30,762 

施設の維持管理・運営を行います。 

合計 92,286  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

施 設 開 所 日 数 333日 334日 333日 

利 用 者 人 数 146,046人 147,506人 148,981人 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  臨時経費 

事業名 7575 志津コミュニティセンター施設整備事業 

担当所属 志津コミュニティセンター 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

志津コミュニティセンター（北志津児童センター含む）の施設及び設備等について所要の更新・修

繕等を行います。 

事業の目的 

志津コミュニティセンターの施設及び設備等について所要の更新・修繕等を行うことにより、施設利

用者へ安心安全かつ質の高いサービスの提供を図ります。 

事業の効果 

通常の維持管理では対応できない、志津コミュニティセンターの施設及び設備等の更新・修繕等を

行い、快適な施設環境を維持することにより、市民サービスの向上に寄与します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 3,182 

・２階男女トイレ洋式化改修工事 

・吸収冷温水発生機加圧漏洩検査業務委託 

・舗装補修工事 

・大ホール舞台照明設備保守点検業務委託 

令和05年度 1,298 

・志津コミュニティセンター高木剪定業務委託 

令和06年度 - 

- 

合計 4,480  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

施 設 修 繕 等 の 実 施 箇 所 4箇所 1箇所 - 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  経常経費 

事業名 14 和田コミュニティセンター管理運営事業 

担当所属 和田ふるさと館 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

利用者が和田ふるさと館の施設・設備を快適に使用できるよう施設の維持管理・運営に努めます。 

事業の目的 

個性あるふるさとづくりも含め、地域の活性化につながる活動の場の提供や、地域を越えて交流を

図るためのコミュニティの場を提供します。 

事業の効果 

・市民文化の向上及び地域福祉の増進、さらには地域を越えた交流を図ることにより、市民の連携

意識と市民活動の促進・向上を行うことができます。 

・雨水利用、太陽光発電設備により、省エネルギー・省資源、環境保全意識の啓発を行うことができ

ます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 9,460 

施設の維持管理・運営を行います。 

令和05年度 9,460 

施設の維持管理・運営を行います。 

令和06年度 9,460 

施設の維持管理・運営を行います。 

合計 28,380  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

開 所 日 数 333日 334日 333日 

貸 出 し 率 30％ 30％ 30％ 

利 用 人 数 15,000人 15,000人 15,000人 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  臨時経費 

事業名 10503 和田コミュニティセンター施設整備事業 

担当所属 和田ふるさと館 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

設備の修繕等を実施します。 

事業の目的 

施設の安全性等を適切に確保します。 

事業の効果 

・施設利用において、安心・安全なサービスを提供することが可能となります。 

・地域の活性化につながる活動及び交流の場等として活用していただくことができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,777 

ふるさと館全体の設備修繕 

・受変電設備（PAS）の修繕 

・合併処理浄化槽（放流槽）の修繕 

 

令和05年度 10,432 

ふるさと館の設備修繕 

・ESCOサービス委託料 104,320千円 

（Ｒ５～Ｒ１４ 10年間） 

令和06年度 10,432 

ふるさと館の設備修繕 

・ESCOサービス委託料 104,320千円 

（Ｒ５～Ｒ１４ 10年間） 

合計 22,641  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

修 繕 等 の 実 施 件 数 3件 1件 1件 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  経常経費 

事業名 448 佐倉コミュニティセンター管理運営事業 

担当所属 ミレニアムセンター佐倉 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉コミュニティセンター（ホール、会議室 1・2・3・4、音楽練習室、調理室、和室 1・2、市民風呂）の

維持・管理運営を行います。 

事業の目的 

・佐倉地区のコミュニティ施設として、地域活動の推進を図ります。 

・市民グループ等の活動場所として、市民活動の推進を図ります。 

・災害時には被災した市民のための施設として提供する市民風呂を維持管理し、市民サービスの

向上を図ります。 

事業の効果 

・佐倉地区の地域活動の中心的な施設として整備することにより、地域活動やボランティア活動を活

発化することができます。 

・佐倉市内の公衆浴場の一つである市民風呂は、駅前という立地条件から佐倉地区以外からも利

用者があります。 

・有料で提供する市民風呂を災害時には被災した市民のための施設として提供し、安全安心なま

ちづくりに繋がります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 23,262 

施設の維持管理・運営を行います。 

・館内全体の安全を確保するため管理員による館内巡視、駐車場の誘導等を行 

います。 

・貸館施設の予約受付、使用料の徴収、利用者要望に対応した設営を行います。 

・機械設備等保守点検を定期的に行い、利用者が快適に過ごせる施設管理を行 

います。 

令和05年度 23,262 

施設の維持管理・運営を行います。 

・館内全体の安全を確保するため管理員による館内巡視、駐車場の誘導等を行 

います。 

・貸館施設の予約受付、使用料の徴収、利用者要望に対応した設営を行います。 

・機械設備等保守点検を定期的に行い、利用者が快適に過ごせる施設管理を行 

います。 

令和06年度 23,262 

施設の維持管理・運営を行います。 

・館内全体の安全を確保するため管理員による館内巡視、駐車場の誘導等を行 

います。 

・貸館施設の予約受付、使用料の徴収、利用者要望に対応した設営を行います。 

・機械設備等保守点検を定期的に行い、利用者が快適に過ごせる施設管理を行 

います。 

合計 69,786  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

佐倉コミュニティセンター利用開館日数  333日 334日 333日 

佐倉コミュニティセンターの部屋の貸出し率 73.3％ 73.3％ 73.3％ 

佐倉コミュニティセンター利用者数 83,160人 83,160人 83,160人 

ホール、会議室等貸館の利用件数 6,040件 6,040件 6,040件 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-12目     /  経常経費 

事業名 7748 ミレニアムセンター佐倉管理運営事業 

担当所属 ミレニアムセンター佐倉 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・複合施設であるミレニアムセンター佐倉（小ホール・会議室・風呂等のコミュニティ施設、市民サー

ビスセンター、消費生活センター等）の管理・運営を行います。 

・駅前という利便性を活かし、市民生活に密着した行政サービスの提供等ができる施設として効果

的な管理運営を行います。 

事業の目的 

・利用者が快適に使用できる・市民の安全の確保と駅前の利便性を活かした行政サービスを提供し

ます。 

・子供から高齢者まで幅広く利用できる過ごしやすい施設管理を行い、防災都市づくりの一環とし

て維持管理していきます。 

事業の効果 

・コミュニティ施設やサービスセンターは、駅前という交通の利便性を活かし、市民が気軽に利用で

き、くつろぎやゆとりを感じる空間として市民サービス向上に繋がります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 28,129 

施設の管理・運営を行います。 

・定期清掃、日常清掃を行います。 

・機械設備保守点検、植栽管理等を定期的に行います。 

令和05年度 28,129 

施設の管理・運営を行います。 

・定期清掃、日常清掃を行います。 

・機械設備保守点検、植栽管理等を定期的に行います。 

令和06年度 28,129 

施設の管理・運営を行います。 

・定期清掃、日常清掃を行います。 

・機械設備保守点検、植栽管理等を定期的に行います。 

合計 84,387  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

ミレニアムセンター佐倉利用開館日数 356日 357日 356日 

佐倉コミュニティセンターの利用状況 73.3％ 73.3％ 73.3％ 

会議室等 ・市民風呂利用人数 85,160人 85,160人 85,160人 

消 費 生 活 相 談 件 数 1,370件 1,370件 1,370件 

戸 籍 ・ 住 民 票 等 発 行 件 数 6,570件 6,570件 6,570件 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  臨時経費 

事業名 9360 ミレニアムセンター佐倉施設整備事業 

担当所属 ミレニアムセンター佐倉 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

駅前という利便性を活かし、市民生活に密着した行政サービスの提供等ができる施設づくりを基本

として、小ホールや会議室、風呂施設等のコミュニティ施設、消費生活センター、市民相談、市民サ

ービスセンター等の行政サービス施設の修繕を行います。 

事業の目的 

開館後約 20 年が経過したミレニアムセンター佐倉では、施設の経年劣化箇所が増加傾向にありま

す。また、更新時期を経過している設備もあるため、それらを修繕・更新することで、引き続き市民

や利用者に対して安心で満足感の高いサービスの提供を図ります。 

事業の効果 

引き続き利用者が安心で快適に施設を利用することができ、市民サービスの向上に繋がります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 15,789 

ミレニアムセンター佐倉の修繕等施設整備を行います。 

・免震装置定期点検 

・空調関係修繕工事 

・京成佐倉駅北口連絡通路軌道上外壁等修繕 

 

令和05年度 375 

ミレニアムセンター佐倉の修繕等施設整備を行います。 

・触媒栓交換工事（自家発始動用・制御用） 

令和06年度 0 

ミレニアムセンター佐倉の修繕等施設整備を行います。 

 

 

合計 16,164  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

施 設 修 繕 等 の 実 施 数 3箇所 1箇所 - 

ミレニアムセンター佐倉利用開館日数 356日 357日 356日 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  臨時経費 

事業名 11230 千代田・染井野ふれあいセンター施設整備事業 

担当所属 
千代田・染井野ふれあい

センター 
事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

コミュニティセンターとして市民が快適に利用できるよう、必要に応じ修繕等を実施し、施設・設備の

維持を行います。 

事業の目的 

市民文化の向上や福祉の増進を図り、市民の連帯意識を高める活動の拠点施設となるコミュニティ

センターの施設整備を実施し、市民や利用者へ安定したサービスの提供を行います。 

事業の効果 

通常の維持管理では対応できない施設の修繕や整備を行い、快適な施設環境を維持することによ

り、市民サービスが向上します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 957 

千代田・染井野ふれあいセンターの施設整備を行います。 

・トイレ改修工事 

・高木剪定 

令和05年度 0 

千代田・染井野ふれあいセンターの施設整備を行います。 

令和06年度 495 

千代田・染井野ふれあいセンターの施設整備を行います。 

・高木剪定 

合計 1,452  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

施 設 修 繕 等 回 数 1回 1回 1回 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-18目     /  経常経費 

事業名 11847 千代田・染井野ふれあいセンター管理運営事業 

担当所属 
千代田・染井野ふれあい

センター 
事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

千代田・染井野ふれあいセンターの維持・管理運営を行います。 

事業の目的 

住民による自発的な活動を行うことのできる施設を設置することにより、市民活動や生涯学習の促

進、及び市民サービスの向上を図り、健康で文化的な近隣社会の形成に寄与します。 

事業の効果 

地域住民による文化、福祉、地域活動が活性化され、市民協働によるまちづくりの推進に寄与する

ことができます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 7,293 

施設の維持管理・運営を行います。 

令和05年度 7,293 

施設の維持管理・運営を行います。 

令和06年度 7,293 

施設の維持管理・運営を行います。 

合計 21,879  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

施 設 開 所 日 数 333日 334日 333日 

会 議 室 全 体 の 利 用 者 数 15,900人 15,950人 15,900人 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策1-施策2 (コミュニティの活動拠点の整備支援・利用促進を行います) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-14目     /  経常経費 

事業名 538 市民公益活動サポートセンター管理運営事業 

担当所属 
市民公益活動サポートセ

ンター 
事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・市民公益活動サポートセンターの管理運営及び各種事業を実施します。 

・市民公益活動サポートセンター運営協議会を開催し、センターのあり方や各種事業について意見

を聴取します。 

【施設の概要】レインボープラザ内１・2階 交流スペース、会議室（12名）、情報コーナー他 

事業の目的 

・市民公益活動団体相互の交流拠点、情報収集提供拠点、会議や印刷作業などの活動拠点施設と

してのセンターを適正に管理運営するとともに、市民公益活動団体の交流や推進体制充実のため

の各種事業を実施することで市民公益活動団体等の支援を推進します。 

・運営協議会の意見をセンターの管理・事業実施に生かします。 

事業の効果 

・市民公益活動に関する拠点を設置し、各種事業を実施することで、市民公益活動の活性化を図り

ます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 6,017 

・市民公益活動に関する情報の収集及び提供に関する事業を行います。 

・市民公益活動に関する相談に関する事業を行います。 

・市民公益活動の推進に関する事業を行います。 

・市民公益活動サポートセンター運営協議会を開催し、センターのあり方や各種

事業について意見を聴取し、管理・事業実施に生かします。 

令和05年度 6,017 

・市民公益活動に関する情報の収集及び提供に関する事業を行います。 

・市民公益活動に関する相談に関する事業を行います。 

・市民公益活動の推進に関する事業を行います。 

・市民公益活動サポートセンター運営協議会を開催し、センターのあり方や各種

事業について意見を聴取し、管理・事業実施に生かします。 

令和06年度 6,017 

・市民公益活動に関する情報の収集及び提供に関する事業を行います。 

・市民公益活動に関する相談に関する事業を行います。 

・市民公益活動の推進に関する事業を行います。 

・市民公益活動サポートセンター運営協議会を開催し、センターのあり方や各種

事業について意見を聴取し、管理・事業実施に生かします。 

合計 18,051  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

サポートセンター企 画 事 業 数 12事業 12事業 12事業 

サ ポ ー ト セ ン タ ー 利 用 者 数 9,000人 9,000人 9,000人 
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総合計画の位置付け 
第 5章-基本施策 2-施策 1 (平和の尊さを啓発し、恒久平和に向けた世界の取組と連携し

ます) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  臨時経費 

事業名 337 平和施策事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・恒久平和に向けて啓発事業を実施します。 

・原爆の悲惨さや平和の大切さを学ぶため市内中学生による佐倉平和使節団を被爆地に派遣しま

す。また、毎年7校程度の小学校を会場に、児童を対象とした戦争体験者による平和講話や朗読ボ

ランティアによる体験記朗読を行い、あわせて平和啓発映画の上映を行います。 

・毎年8月15日に戦没者への追悼と世界の恒久平和を願い、平和式典を実施します。 

・市民団体による平和活動を支援します。 

・恒久平和に向けて国内外の都市と連携を図ります。 

事業の目的 
・恒久平和実現の大切さを啓発します。 

・恒久平和実現を目指します。 

事業の効果 

・広く市民に原爆や戦争の悲惨さを理解してもらいます。 

・恒久平和実現の大切さを啓発する市民団体の活動を支援します。 

・恒久平和の重要性を理解してもらいます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 4,699 

・恒久平和に向けて啓発事業を実施します。 

・平和啓発講演会を毎年 7校程度の小学校を会場に行います。 

・8月15日に戦没者への追悼と世界の恒久平和を願い、平和式典を実施します。 

・市民団体による平和活動を支援します。 

・恒久平和に向けて国内外の都市と連携を図ります。 

・平和使節団を被爆地に派遣します。 

令和05年度 4,699 

・恒久平和に向けて啓発事業を実施します。 

・平和啓発講演会を毎年 7校程度の小学校を会場に行います。 

・8月15日に戦没者への追悼と世界の恒久平和を願い、平和式典を実施します。 

・市民団体による平和活動を支援します。 

・恒久平和に向けて国内外の都市と連携を図ります。 

・平和使節団を被爆地に派遣します。 

令和06年度 4,699 

・恒久平和に向けて啓発事業を実施します。 

・平和啓発講演会を毎年 7校程度の小学校を会場に行います。 

・8月15日に戦没者への追悼と世界の恒久平和を願い、平和式典を実施します。 

・市民団体による平和活動を支援します。 

・恒久平和に向けて国内外の都市と連携を図ります。 

・平和使節団を被爆地に派遣します。 

合計 14,097  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令和 04 年度  令和 05 年度  令和 06 年度  

パ ネ ル 展 実 施 回 数 2回 2回 2回 

平 和 祈 念 講 演 と 映 画 会 実 施 校 数 ７校 ７校 7校 

佐 倉 市 平 和 式 典 の 開 催 １回 １回 １回 

一般市民向け平和祈念講話と映画会の開催 １回 １回 １回 

一般市民向け平和祈念講話と映画会の参加者数 500人 500人 500人 

平 和 祈 念 講 演 と映 画 会 参 加 児 童 数 500人 500人 500人 

佐 倉 市 平 和 式 典 参 加 者 数 100人 100人 100人 

佐 倉 平 和 使 節 団 の報 告 会 参 加 者 数 4,000人 4,000人 4,000人 

市 民 団 体 に よ る 共 催 事 業 参 加 者  1,000人 1,000人 1,000人  
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策2-施策2 (多文化が共生できる地域づくりを推進します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  経常経費 

事業名 109 国際化推進事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・外国語広報紙を発行します。 

・行政情報の翻訳、各課の行政窓口の通訳をします。 

事業の目的 

外国人住民も安心して暮らすことができるよう、外国籍市民の生活環境の向上を図ります。 

事業の効果 

・外国人住民に的確な行政情報を提供します。 

・外国人住民に速やかな行政窓口の対応や諸手続きの理解・協力が図られます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 3,121 

・外国語広報紙を発行します。 

・行政情報の翻訳、各課の行政窓口の通訳をします。 

令和05年度 3,121 

・外国語広報紙を発行します。 

・行政情報の翻訳、各課の行政窓口の通訳をします。 

令和06年度 3,121 

・外国語広報紙を発行します。 

・行政情報の翻訳、各課の行政窓口の通訳をします。 

合計 9,363  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

英 語 版 広 報 紙 の発 行 部 数 9,000部  9,000部 9,000部 

スペイン語版広報紙の発行部数 5,000部  5,000部 5,000部 

中 国 語 版 広 報 紙 の発 行 部 数 5,000部 5,000部 5,000部 

国際交流支援員による通訳・翻訳対応件数 25 件 25 件 25 件 

外国人や外国文化に偏見なく相互理解を示せるとする市民の割合  60％ 60％ 60％ 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策2-施策2 (多文化が共生できる地域づくりを推進します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  臨時経費 

事業名 530 国際化施策事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・在住の外国人住民のための生活相談、日本語講座を実施します。 

・国際理解促進のための機会を提供します。 

事業の目的 

・外国人住民の生活向上を図ります。 

・多文化共生の地域づくりを図ります。 

事業の効果 

多文化に寛容な市民生活を営むことのできる共生社会の実現を目指します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 2,425 

多文化共生の地域づくり事業実施 

・外国人のための生活相談、日本語講座を実施します。 

・国際理解促進のための機会を提供します。 

・多文化共生や国際理解を深めるための国際理解講演会を実施します。 

・災害時に外国人をサポートするボランティアの養成講座を開催します。 

令和05年度 2,425 

多文化共生の地域づくり事業実施 

・外国人のための生活相談、日本語講座を実施します。 

・国際理解促進のための機会を提供します。 

・多文化共生や国際理解を深めるための国際理解講演会を実施します。 

・災害時に外国人をサポートするボランティアの養成講座を開催します。 

令和06年度 2,425 

多文化共生の地域づくり事業実施 

・外国人のための生活相談、日本語講座を実施します。 

・国際理解促進のための機会を提供します。 

・多文化共生や国際理解を深めるための国際理解講演会を実施します。 

・災害時に外国人をサポートするボランティアの養成講座を開催します。 

合計 7,275  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

外国語対応の相談窓口開設数 90日 90日 90日 

国 際 理 解 講 演 会 の開 催 回 数 2回 2回 2回 

英語・中国語・スペイン語対応の生活相談の対応件数 120件 120件 120件 

国 際 理 解 講 演 会 の参 加 者 数 600人 600人 600人 

外国人のための日本語講座受講者数 400クラス （3,400人） 400クラス （3,400人） 400クラス （3,400人） 

災害時外国人サポーター養成講座参加者数 60人 60人 60人 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策2-施策2 (多文化が共生できる地域づくりを推進します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 9款-5項-1目     /  臨時経費 

事業名 7821 国際理解促進事業 

担当所属 文化課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・歴史的なつながりを現代に活かし、オランダと佐倉の国際交流を推進することを目的として設立さ

れた佐倉日蘭協会の活動を支援します。 

・佐倉日蘭協会の行う佐倉・オランダ児童交流事業を支援します。 

・佐倉日蘭協会が市民を対象に行うオランダや蘭学に関する各種事業の支援を行います。 

・佐倉日蘭協会の行う国際交流事業、国際理解事業、佐倉とオランダの歴史的関係について研究

する事業、他地域の国際交流団体との交流事業の事業費に係る補助金を交付します。 

事業の目的 

・佐倉日蘭協会を支援することにより、市民による国際交流の推進を目的としています。 

・佐倉・オランダ児童交流により、市民や子どもたちが直接オランダの人々と触れ合うことを目的とし

ています。 

・オランダや蘭学に関する各種事業により、佐倉とゆかりのあるオランダについての市民の関心や

理解を深めることを目的としています。 

事業の効果 

・市民による交流を推進することにより、行政にはできないきめ細かい対応や、人と人との深いつな

がりが生まれます。 

・オランダの人々と直接交流する体験により、市民や子どもたちのコミュニケーション力や異文化理

解、多様性を受け入れる力が育ちます。 

・オランダや日蘭交流の歴史をひとつの例として理解を深めることにより、佐倉ならではの方法で、

国際化を推進する環境をつくります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 2,008 

・佐倉日蘭協会の活動支援 

・佐倉日蘭協会助成補助金の交付 

令和05年度 1,999 

・佐倉日蘭協会の活動支援 

・佐倉日蘭協会助成補助金の交付 

令和06年度 2,008 

・佐倉日蘭協会の活動支援 

・佐倉日蘭協会助成補助金の交付 

合計 6,015  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

佐倉・オランダ児童交流事業派遣・招聘者数、日数  15人・10日 15人・10日 15人・10日 

佐 倉 日 蘭 協 会 主 催 事 業 数 4事業 7事業 7事業 

佐倉・オランダ児童交流事業受入家庭数 9家庭 - 9家庭 

佐倉日蘭協会主催事業参加者数 130人 250人 250人 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-9目     /  臨時経費 

事業名 11796 シティプロモーション事業 

担当所属 地域創生課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

定住促進・交流促進を目的とした魅力発掘・発信、PR活動、事業実施、相談対応を行います。 

事業の目的 

・市の知名度や魅力を高め、転居先や来訪先としての選択肢となるようにします。 

・市の良さを再発見し、その魅力を多くの方に知ってもらうことにより、市民の満足度や納得度、定住

意向を高めます。 

事業の効果 

・市の定住人口維持や交流人口増加が図れます。 

・市民の満足度、納得度の向上を通して、市民の誇り、愛着心、定住意向の増加につながります。 

・地域の活性化が図れます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 3,365 

・佐倉市の魅力を市内外に広める取組みを行うことにより、知名度の向上、交流人

口の増加、転入の促進、住民の満足度向上などを通し、定住人口の維持・関係人

口の増加を目指します。 

・第2期シティプロモーション戦略の策定準備を行います。 

令和05年度 2,830 

佐倉市の魅力を市内外に広める取組みを行うことにより、知名度の向上、交流人

口の増加、転入の促進、住民の満足度向上などを通し、定住人口の維持・関係人

口の増加を目指します。 

 

令和06年度 2,830 

佐倉市の魅力を市内外に広める取組みを行うことにより、知名度の向上、交流人

口の増加、転入の促進、住民の満足度向上などを通し、定住人口の維持・関係人

口の増加を目指します。 

 

合計 9,025  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

魅 力 発 信 サイ ト記 事 掲 載 数 18件 18件 18件 

イ ン タ ーネ ッ ト 広 告 ク リ ッ ク 数 2,000回 2,000回 2,000回 

印刷物へのブランドメッセージ掲載件数 40件 40件 40件 

広報紙のブランドメッセージ関連記事件数 4件 4件 4件 

魅 力 発 信 サ イ ト 閲 覧 数 36,000回 36,000回 36,000回 

ブ ラ ン ド メ ッ セ ー ジ 認 知 度 50％ 50％ 50％ 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  経常経費 

事業名 643 広報等発行事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・広報紙を媒体として、市民への市政に関する情報や市内行事などに関しての情報提供を行いま

す。 

・広報紙は毎月1日、15日の 2回発行し、新聞折り込み、郵送、公共施設などへの設置により、広く

市民に行きわたるようにします。 

事業の目的 

市民に市政に関する必要な事項を周知し、市民の理解と協力を深めることを目的とします。 

事業の効果 

積極的に市の情報を提供していくことにより、市民の市政への関心を高め、理解と協力を深めま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 31,870 

・広報紙を媒体として、市民への市政に関する情報や市内行事などに関しての情 

報提供を行います。 

・広報紙は毎月 1 日、15 日の 2 回発行し、新聞折り込み、郵送、公共施設など

への設置により、広く市民に行きわたるようにします。 

令和05年度 31,870 

・広報紙を媒体として、市民への市政に関する情報や市内行事などに関しての情 

報提供を行います。 

・広報紙は毎月 1 日、15 日の 2 回発行し、新聞折り込み、郵送、公共施設など

への設置により、広く市民に行きわたるようにします。 

令和06年度 31,870 

・広報紙を媒体として、市民への市政に関する情報や市内行事などに関しての情 

報提供を行います。 

・広報紙は毎月 1 日、15 日の 2 回発行し、新聞折り込み、郵送、公共施設など

への設置により、広く市民に行きわたるようにします。 

合計 95,610  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

広 報 紙 発 行 回 数 24回 24回 24回 

広 報 紙 １回 あたりの発 行 部 数 55,000部 55,000部 55,000部 

広報紙１回あたりの公共施設等配布部数 6,000 部 6,000 部 6,000 部 

市 広 報 紙 を活 用 する人 の割 合 65％ 65％ 65％ 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  経常経費 

事業名 769 映像等広報制作事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・ケーブルテレビを活用し、広報番組（特集企画、ニュース、コーナー等）を毎週1本（20分番組）制

作、毎日放送します。 

・ビデオや写真データ及び制作した映像作品をアーカイブスとして保存、整理します。 

事業の目的 

・広報番組を制作・放送、YouTubeへ 2次利用することにより、佐倉市のイメージ向上につながる情

報、地域情報などを市内外に提供します。 

・記録データを資料として活用します。 

事業の効果 

・広報紙では伝わりにくい情報も、映像の特性を生かすことで、よりわかりやすく、実感を持って市

内外に PRすることができます。 

・市のイメージ向上につながる情報を市内外に伝えることで、関係人口、交流人口、定住人口の増

を図るとともに、市民の郷土愛を高め、シビックプライドの醸成を推進します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 35,841 

・ケーブルテレビを活用し、広報番組（特集企画、ニュース、コーナー等）を毎週 1

本（20分番組）制作、毎日放送します。 

・ビデオや写真データ及び制作した映像作品をアーカイブスとして保存、整理し

ます。 

令和05年度 35,841 

・ケーブルテレビを活用し、広報番組（特集企画、ニュース、コーナー等）を毎週 1

本（20分番組）制作、毎日放送します。 

・ビデオや写真データ及び制作した映像作品をアーカイブスとして保存、整理し

ます。 

令和06年度 35,841 

・ケーブルテレビを活用し、広報番組（特集企画、ニュース、コーナー等）を毎週 1

本（20分番組）制作、毎日放送します。 

・ビデオや写真データ及び制作した映像作品をアーカイブスとして保存、整理し

ます。 

合計 107,523  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

番 組 放 送 回 数 834回  834回 834回 

放 送 番 組 数 49番組  49番組 49番組 

広報番組をよく/時々/たまに見る市民の割合（合計）  50％ 50％ 50％ 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  臨時経費 

事業名 7822 インターネット等広報事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・佐倉市公式ウェブサイトを中心として、インターネット等の ICT を活用した情報提供および情報発

信を行います。 

・誰もが必要な情報を得られるようアクセシビリティに配慮し、多言語（自動翻訳）に対応します。

Google Analyticsを使った分析を行います。 

・オンラインサービスやソーシャルメディア等との連携による多様な情報発信を行います。 

事業の目的 

・インターネット等の ICT の活用により、市政情報を迅速かつ的確に提供し、サービスの向上を図り

ます。 

・市内外に向けて佐倉の魅力を広くアピールし、関係人口、交流人口、定住人口の増加を図り、ま

ちの活力を高めます。 

事業の効果 

・佐倉市公式ウェブサイトを中心として、オンラインサービスやソーシャルメディア等との連携によ

り、市民が必要な情報を迅速に入手し、活用できるよう図ります。 

・市内外に向けて佐倉の魅力を広くアピールし、関係人口、交流人口、定住人口の増加を図り、ま

ちの活力を高めます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 6,978 

・新しくリニューアルした公式ウェブサイトを中心として、インターネット等の ICT を

活用した情報提供および情報発信を行います。 

・誰もが必要な情報を得られるようアクセシビリティに配慮し、多言語（自動翻訳）

に対応します。Google Analyticsを使った分析を行います。 

・オンラインサービスやソーシャルメディア等との連携による多様な情報発信を行

います。 

令和05年度 7,836 

・新しくリニューアルした公式ウェブサイトを中心として、インターネット等の ICT を

活用した情報提供および情報発信を行います。 

・誰もが必要な情報を得られるようアクセシビリティに配慮し、多言語（自動翻訳）

に対応します。Google Analyticsを使った分析を行います。 

・オンラインサービスやソーシャルメディア等との連携による多様な情報発信を行

います。 

令和06年度 7,836 

・新しくリニューアルした公式ウェブサイトを中心として、インターネット等の ICT を

活用した情報提供および情報発信を行います。 

・誰もが必要な情報を得られるようアクセシビリティに配慮し、多言語（自動翻訳）

に対応します。Google Analyticsを使った分析を行います。 

・オンラインサービスやソーシャルメディア等との連携による多様な情報発信を行

います。 

合計 22,650  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

ホ ー ム ペ ー ジ 利 用 者 数 1,700千人 1,800千人 1,900千人 

市ホームページを活用する人の割合 37％ 38％ 39％ 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  臨時経費 

事業名 13752 市勢ガイドブック制作事業 

担当所属 広報課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

佐倉市の文化・産業・歴史・自然などを紹介する「市勢ガイドブック」を制作します。 

事業の目的 

「市勢ガイドブック」を作成することで、佐倉市を市内外にアピールし、市内観光・産業などの活性化

を図ります。 

事業の効果 

市の魅力を紹介する冊子を頒布することで、市に関心を持つ人が増え、郷土愛の醸成、観光客の

増加、定住促進、産業振興等が期待できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,313 

市勢ガイドブックの内容を一部改訂し、増刷します。また、市勢ガイドブックを配布

する際に同封する佐倉ガイドマップも併せて一部改訂の上、増刷します。 

令和05年度 1,313 

市勢ガイドブックの内容を一部改訂し、増刷します。また、市勢ガイドブックを配布

する際に同封する佐倉ガイドマップも併せて一部改訂の上、増刷します。 

また、令和 6年 3月の市制 70周年を記念する式典などで配布するため、市勢ガ

イドブックの全面改訂を行うとともに、その付録として市に縁のある著名人をモデ

ルとする市制施行70周年記念フォトブックを制作します。 

本事業は２か年にわたる債務負担を想定しています。初年度ではイベント等写真

撮影やインタビュー取材、ページレイアウトを固めます。 

また、市勢ガイドブックを配布する際に同封する佐倉ガイドマップも併せて一部改

訂の上、増刷します。 

令和06年度 708 

市勢ガイドブックの全面改訂を行うとともに、その付録として市に縁のある著名人

をモデルとする市制施行70周年記念フォトブックを制作します。 

イベント等写真撮影やインタビュー取材を進めながら、記念式典に間に合うように

印刷を行います。 

また、市勢ガイドブックを配布する際に同封する佐倉ガイドマップも併せて一部改

訂の上、増刷します。 

合計 3,334  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

印 刷 部 数 1,000部 1,000部 3,000部 

頒 布 部 数 1,000部 1,000部 3,000部 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-3目     /  経常経費 

事業名 332 情報公開等事業 

担当所属 行政管理課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・佐倉市情報公開条例に基づき、公文書の開示等に係る事務を実施します。 

・情報公開・個人情報保護制度の適正な運用を図るため、佐倉市情報公開・個人情報保護審議会

条例に基づく審議会の開催に係る事務を執行します。 

・市政情報の公表に関する要綱に基づき、市政に関する情報の公表に努めます。 

事業の目的 

・市政の公正性と透明性を高め、市民と市政との信頼関係の確保を図り、市民の市政への参加を推

進します。 

・市民主体の公正で開かれた市政の進展に寄与するため、情報公開の総合的な推進を図ります。 

事業の効果 

・情報公開制度の適正な運用を行うことにより、市政の公正性と透明性を高めます。 

・市政に関する情報の積極的な公表を行い、公正で開かれた市政運営を推進します。 

・よりよい制度運営を行うための職員の意識向上を行います。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 201 

・佐倉市情報公開条例に基づき、公文書の開示等に係る事務を実施します。 

・情報公開・個人情報保護制度の適正な運用を図るため、佐倉市情報公開・個人 

情報保護審議会条例に基づく審議会の開催に係る事務を執行します。 

・市政情報の公表に関する要綱に基づき、市政に関する情報の公表に努めま

す。 

令和05年度 201 

・佐倉市情報公開条例に基づき、公文書の開示等に係る事務を実施します。 

・情報公開・個人情報保護制度の適正な運用を図るため、佐倉市情報公開・個人 

情報保護審議会条例に基づく審議会の開催に係る事務を執行します。 

・市政情報の公表に関する要綱に基づき、市政に関する情報の公表に努めま

す。 

令和06年度 201 

・佐倉市情報公開条例に基づき、公文書の開示等に係る事務を実施します。 

・情報公開・個人情報保護制度の適正な運用を図るため、佐倉市情報公開・個人 

情報保護審議会条例に基づく審議会の開催に係る事務を執行します。 

・市政情報の公表に関する要綱に基づき、市政に関する情報の公表に努めま

す。 

合計 603  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

市 政 情 報 の 公 表 件 数 390件  390件 390件 

公 文 書 開 示 請 求 件 数 100件  100件 100件 

審 査 請 求 件 数 0件  0件 0件 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-5項-2目     /  経常経費 

事業名 120 千葉県市区町村別・町丁別人口調査事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・4 月 1 日を調査基準日として年齢別、男女別、町丁字別の世帯数及び人口を千葉県に報告しま

す。 

・毎月末日の人口及び世帯の異動状況を千葉県に報告します。 

事業の目的 

・各市区町村の年齢各種別の男女別人口及び年齢五歳階級別の男女別人口並びに町丁別の世

帯数、男女別人口及び年齢、三区分別人口を明らかにします。 

・千葉県内の人口動態を明らかにし、各種行政施策の基礎資料とします。 

事業の効果 

・千葉県及び本市の各種施策立案の際の基礎資料として活用されます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 28 

住民基本台帳法に基づく人口などを千葉県に報告します。 

令和05年度 28 

住民基本台帳法に基づく人口などを千葉県に報告します。 

令和06年度 28 

住民基本台帳法に基づく人口などを千葉県に報告します。 

合計 84  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

調 査 ・ 報 告 回 数 毎月末日1回, 年1回  毎月末日1回, 年1回 毎月末日1回, 年1回 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-5項-2目     /  経常経費 

事業名 230 学校基本調査事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市内に存する小中学校、幼稚園、幼保一体型認定こども園及び専修学校を対象に、在学者数、教

職員者数、学校施設、学校経費、卒業後の進路状況など、学校に関する基本的事項を調査し、千

葉県に報告します。 

事業の目的 

学校教育行政上の基礎資料を得ることを目的に実施します。 

事業の効果 

国等が行う教育諸問題の検討、学校の設置・廃止、教員養成計画のための基礎資料として活用さ

れます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 22 

市内に存する小中学校、幼稚園、幼保一体型認定こども園及び専修学校を対象

に、在学者数、教職員者数、学校施設、学校経費、卒業後の進路状況など、学校

に関する基本的事項を調査します。 

令和05年度 22 

市内に存する小中学校、幼稚園、幼保一体型認定こども園及び専修学校を対象

に、在学者数、教職員者数、学校施設、学校経費、卒業後の進路状況など、学校

に関する基本的事項を調査します。 

令和06年度 22 

市内に存する小中学校、幼稚園、幼保一体型認定こども園及び専修学校を対象

に、在学者数、教職員者数、学校施設、学校経費、卒業後の進路状況など、学校

に関する基本的事項を調査します。 

合計 66  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

調 査 対 象 学 校 数 48校  48校 48校 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-5項-2目     /  臨時経費 

事業名 341 経済センサス事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市内に存する事業所を対象に事業所の名称、所在地、電話番号、従業者数、主な事業の内容、事

業所の売上金額、設備投資の有無など事業の活動状況を調査し、千葉県に報告します。 

事業の目的 

・産業構造統計の整備を図ることを目的に調査を実施します。 

・事業所・企業の経済活動を産業別及び地域別に明らかにします。 

・各種の統計調査を行う際の基礎となる母集団情報の整備を図ります。 

事業の効果 

経済活動の多角化・多様化に対応した統計の整備により、正確な経済予測とより適切な経済政策の

ための基礎資料として活用されます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 10 

経済センサスの調査区管理を行います。 

令和05年度 25 

・令和6年に実施する経済センサス‐基礎調査の準備を行います。 

・経済センサスの調査区管理を行います。 

令和06年度 1,608 

・名称、所在地、活動状況などの事業所における基礎的な情報を調査します（基

礎調査）。 

・経済センサスの調査区管理を行います。 

合計 1,643  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

調査対象事業所・企業数（活動調査） - - - 

調 査 票 回 収 率 （活 動 調 査 ） - - - 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-5項-2目     /  経常経費 

事業名 440 統計調査員確保対策事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

統計調査員を量的質的に確保するため、登録調査員制度の運用を図るとともに、登録調査員に対

して統計調査に関する情報発信を行います。 

事業の目的 

国が行う統計調査を正確で円滑に行うため、登録調査員を確保し、その資質の向上を図ります。 

事業の効果 

・調査員調査が基本である統計調査において、調査員を量的質的に確保できます。 

・調査員の資質向上を図ることで、調査の精度を確保できます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 56 

登録調査員制度の運用及び統計調査に関する情報発信を行うための情報紙の 

発行などを行います。 

令和05年度 56 

登録調査員制度の運用及び統計調査に関する情報発信を行うための情報紙の 

発行などを行います。 

令和06年度 56 

登録調査員制度の運用及び統計調査に関する情報発信を行うための情報紙の 

発行などを行います。 

合計 168  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

調 査 員 への情 報 紙 の発 行 2回 2回 2回 

佐 倉 市 登 録 統 計 調 査 員 数 95名 95名 95名 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-5項-2目     /  臨時経費 

事業名 7269 住宅・土地統計調査事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

住宅及び土地等に関する実態を調査し、現状と推移を全国及び地域別に明らかにすることにより、

住生活関連諸施策の基礎資料とします。 

事業の目的 

住宅及び土地とこれらに取り巻く環境に関する国民生活の実態を明らかにすることにより、国及び

地方公共団体の住生活関係諸政策の基礎資料を得ることを目的とします。 

事業の効果 

調査の結果は、住生活基本法に基づいて作成される住生活基本計画、土地利用計画などの諸施

策の企画、立案、評価などの基礎資料として利用されています。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 888 

・国勢調査の調査区のうち、国が指定した調査区において、令和 5 年住宅・土地

統計調査を実施するための単位区設定事務を行います。 

・令和5年住宅・土地統計調査の準備を行います。 

令和05年度 8,355 

国勢調査の調査区のうち、国が指定した調査区において、定められた抽出方法

により選出された世帯を対象に、令和 5 年住宅・土地統計調査の本調査を実施し

ます。 

令和06年度 - 

- 

合計 9,243  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

対 象 住 宅 ・ 土 地 件 数 - 4,505件 - 

調 査 票 回 収 率 - 100％ - 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-5項-2目     /  臨時経費 

事業名 7291 就業構造基本調査事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

就業及び不就業の実態を調査し、雇用政策、経済政策など各種行政施策の基礎資料として提供し

ます。 

事業の目的 

国民の就業及び不就業の実態を調査し、我が国の就業構造を全国及び地域別に明らかにすること

を目的にしています。 

事業の効果 

就業及び不就業の実態を全国、地域別に明らかにし、国や地方における雇用政策、経済施策等の

各種行政施策立案の基礎資料として提供します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 1,843 

国勢調査の調査区のうち、国が指定した調査区において、定められた抽出方法

により選出された世帯の 15歳以上の世帯員を対象に、令和4年就業構造基本調

査を実施します。 

令和05年度 - 

- 

令和06年度 - 

- 

合計 1,843  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

対 象 世 帯 件 数 405件 - - 

調 査 票 回 収 率 100％ - - 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計      /  臨時経費 

事業名 9346 国勢調査事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

・国内の人口及び世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的として、

5年ごとに人口の構造や世帯の構成・居住状況等について調査します。 

・国勢調査員が世帯に調査票を配布し、世帯がインターネット、郵送又は調査員回収により回答しま

す。 

事業の目的 

国内の人口及び世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得ることを目的とします。 

事業の効果 

国や地方における行政上の施策や各種法令に基づく基礎数値として様々に利用されます。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 - 

- 

令和05年度 1 

令和7年国勢調査の準備事務を行います。 

令和06年度 750 

・令和7年国勢調査の調査区管理を行います。 

・令和7年国勢調査の準備事務を行います。 

合計 751  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

人 口 - - - 

調 査 票 回 収 率 - - - 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計      /  臨時経費 

事業名 9347 農林業センサス事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

農林業の生産構造、農林業生産の基礎となる諸条件等を総合的に調査します。 

事業の目的 

農林業の基本構造の現状と動向を明らかにし、農林業施策及び農林業に関して行う諸統計調査に

必要な基礎資料を整備することを目的としています。 

事業の効果 

農林業の変化を把握し、行政の推進に必要な基礎資料を整備・提供します。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 - 

- 

令和05年度 3 

令和7年農林業センサスの準備事務を行います。 

令和06年度 2,610 

市内の農家等を対象に、令和 7年農林業センサスを実施します。 

合計 2,613  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

対 象 農 林 業 者 件 数 - - 1,910件 

調 査 票 回 収 率 - - 100％ 
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総合計画の位置付け 
第5章-基本施策3-施策1 (シティプロモーションの視点による情報発信・情報提供の充実

を図ります) 

会計 / 区分 【会計】一般会計      /  臨時経費 

事業名 9348 全国家計構造調査事業 

担当所属 情報システム課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

各種世帯別、属性別あるいは地域別に家計消費支出の実態を分析し、経済施策、社会施策の基礎

資料とします。 

事業の目的 

世帯を対象として、家計の収入・支出及び貯蓄・負債、耐久消費財、住宅・宅地などの家計資産を

総合的に調査し、全国及び地域別に明らかにすることを目的とします。 

事業の効果 

調査結果は、全国及び地域別、世帯属性別に世帯の消費・所得・資産に係る水準、構造、分布など

の実態を把握することにより、税制・年金・福祉政策の検討などの基礎資料として利用されていま

す。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 - 

- 

令和05年度 - 

- 

令和06年度 6,264 

国勢調査の調査区のうち、国が指定した調査区において、定められた抽出方法

により選出された世帯を対象に、令和6年全国家計構造調査を実施します。 

合計 6,264  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

対 象 世 帯 件 数 - - 180件 

調 査 票 回 収 率 - - 100％ 
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総合計画の位置付け 第5章-基本施策3-施策2 (市民意見を集約し、効果的な市政への反映を目指します) 

会計 / 区分 【会計】一般会計 2款-1項-5目     /  経常経費 

事業名 767 広聴事業 

担当所属 秘書課 事業期間 令和 04年度～令和06年度 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

市政へのご意見(「市長への手紙」等)・自治会等要望等により寄せられた「市民の声」に対し、迅速

かつ適切に対応します。 

事業の目的 

行政サービスと市民ニーズとの整合を図るため、「市民の声」に耳を傾け、それを市政に反映させま

す。 

事業の効果 

市政に寄せられたご意見に迅速かつ適切に対応することで、市民との信頼関係向上につなげ、市

民の声が市政に反映されていると思う市民の割合の向上を図ります。 

【事業の概要】 

年度 事業費(千円) 事業内容 

令和04年度 97 

市政へのご意見(「市長への手紙」等)・自治会等要望等により寄せられた「市民の

声」に対し、迅速かつ適切に対応します。 

・市政へのご意見(「市長への手紙」等)への対応 

・自治会等要望への対応 

令和05年度 97 

市政へのご意見(「市長への手紙」等)・自治会等要望等により寄せられた「市民の

声」に対し、迅速かつ適切に対応します。 

・市政へのご意見(「市長への手紙」等)への対応 

・自治会等要望への対応 

令和06年度 97 

市政へのご意見(「市長への手紙」等)・自治会等要望等により寄せられた「市民の

声」に対し、迅速かつ適切に対応します。 

・市政へのご意見(「市長への手紙」等)への対応 

・自治会等要望への対応 

合計 291  

【活動指標・成果指標】 

指標名 令 和 0 4 年 度  令 和 0 5 年 度  令 和 0 6 年 度  

ホームページの更新回数（年間 ） 12回 12回 12回 

市政へのご意見(「市長への手紙」等)処理件数 全件対応 全件対応 全件対応 

自治会等から寄せられた要望対応件数 全件対応 全件対応 全件対応 

市民の声が市政に反映されていると思う市民の割合 30％ 30％ 30％ 
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